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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成21年12月10日(2009.12.10)

【公表番号】特表2009-520605(P2009-520605A)
【公表日】平成21年5月28日(2009.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2009-021
【出願番号】特願2008-546465(P2008-546465)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｂ  51/10     (2006.01)
   Ｂ２３Ｂ  51/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｂ  51/10    　　　Ａ
   Ｂ２３Ｂ  51/00    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月21日(2009.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストッパケージとスピンドルとを有するハウジングであって、前記スピンドルが前記ハ
ウジング内に回転可能に且つ軸方向に移動可能に装着されるハウジングと、
　ドリルの前進を制限するために配置され、軸方向に調整可能なストッパと
を備える、ドリル穿孔動作中に前進を制限するための装置において、
　前記ストッパケージ（２ａ）はチップを破壊するために、プラスチックから形成され、
そして、前記ハウジングに固定されたチップ破壊具（１３；１９）を備え、前記チップ破
壊具（１３；１９）は、ハウジング側端部と自由端部とを有し、前記自由端部は、工作物
の表面と略平行に、且つ、前記表面の直近の位置において外側から穴あけ工具（段付きド
リルビット１２）へ向けて略径方向に延びており、そして、皿もみ部（１２ｂ）と略接触
するように前進している間、前記自由端は前記皿もみ部（１２ｂ）から離れている、
ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　段付きドリルビット（１２）上にコーン（１４）が押し付けられて固定されることを特
徴とする、請求項１に記載の装置。


	header
	written-amendment

